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発表演題名 下水中のノロウイルス定量観測-福井県での 5年間の場合- 
学会名 第 11 回日本水環境学会シンポジウム 
発表者名 東方 美保 （保健衛生部） 

開催場所 関西大学千里山キャンパス 

開催日時 平成 20 年 9月 18日（木） 
発表内容 ウイルス性の急性胃腸炎感染症や食中毒の原因となるノロウイルス

(NV)は、感染者の腸内で増殖し糞便中に排出され、下水や河川水に流れ込
むと考えられる。そこで、福井県内の４定点に流入する下水を、平成 15
年 4月から平成 20年 3月まで月１～２回採取し、リアルタイム PCR法で
NV遺伝子量(copies/mL)を測定した。 

NV 遺伝子量は、ヒトでの流行期にあたる秋季～春季を中心に高レベル 
(10 の 3～4 乗のオーダー)の定量値を示し、夏季においても低レベルでの
定量値(10 の 1～2 乗のオーダー)で検出される例がみられた。胃腸炎患者
から検出される割合が高い GenogroupⅡが、GenogroupI よりも高頻度・高

濃度で検出された。GenogroupI は検出頻度自体が少なく、検出された場合

でも同時に検出された GenogroupⅡの 10～100 分の 1 の定量値にとどまる

ことが多かった。また、得られたノロウイルス遺伝子量の変動パターンを、

感染症発生動向調査における感染性胃腸炎患者報告数の変動パターンおよ

び福井県内で確認したノロウイルス陽性検体の時期的分布(小児散発例お
よび集団発生事例)と比較すると、約半月～１ヶ月遅れでかなりの共通性が
確認された。 

 


